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岡山医療ﾁｰﾑ｢AMDA｣
ｳｸﾗｲﾅを支援
　私たちが平和な社会で安穏と生きている今、

世界では戦争に苫しめられている人々がいる。

現在、ウクライナでは、人々が計０知れないほ

どの不安や恐怖に陥っている。5月11日に、ウ

クライナの支援にあたっている岡山の医療チー

ム「ＡＭＤＡ」（岡山市北区伊福町）に、その

現状を伺った。「ＡＭＤＡ」の調祭具難波妙さ

んは､、「状況を俯瞰できる賢さを右ってほし

い」と訴えたo

▲｢ＡＭＤＡ｣調整員難波妙さん

　　「ＡＭＤＡ」

は、実際にハン

ガリーのベレグ

スラーニー・ザ

ホニー・キシュ

バールダに滞在

し、避難者を支

援した。現場に

は､､医師5人・看

護師2人・調整員2

人の計9人で訪れ

た（取材当時）。

各国から支援チームが訪れており、国を超えて

シフトを岨んで活勤していた。毎U1000人を超

える避難者が訪れた。

　現地では、救援物資を｡刻々と変わる情報を

確認しながら、安全な場所に運んでいる。生活

支援物資の多くは、多くの地元の人忿怒が持ち

寄ってくる。「ＡＭＤＡ」によると、取材当時

は、食稲が不足していたそうだ。よと、病院に

行けないため、網状にあっ忿薬を提供する忿め

の処方薬がないことも課圃だっ忿。

一人一人に

　　寄り添い
　避難者によ、面からがら逃げてくる人もいれ

ば、何か起きているのか理解できない小さな子

どちかちかいた。チームのメンバーは、避賢者

が安全で安心できる賜所を提供することに重視

して｡支援にあたる、気持ちの整理がつかず心

を閉ざしてしよっている人には足湯をし、ゆっ
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くりできる場所を提供するo一人一人に寄り添い､､それぞれが漏らす言

葉を一つ一つ丁寧に聞き、受け止めた。「心の余白を一緒に乍ってい

く。つらいことを思い出させないため、現場の状況を聞くことはない」

と、「ＡＭＤＡ」で調整員をする難波妙さんは語る。

　　「ＡＭＤＡ」の一員で、岡山内高の卒業生育本庁裕さんは、在校生に

向けて、「戦争はや仁ことはない。平和がどれはどもろいものかを分

かってほしい」とメッセージを送る。よた、難波さんは、「状況をしっ

かりと把握できる賢さを持ってほしい。起きていることは他人ごとでは

ないことを短０、逃げることなく真正面から向き合っていくことが大

切。小さな子どもが戦争という大きな敵と戦っていることを忘れず､､今

ある生活や環境に感謝してほしい」と、訴えた。
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▲｢AMDA｣のハンガリーでの拠点(新聞部作成)
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